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議・第１号 特団からの備品移管について

特団「竹町農業生産組合」の精算整理については、設立総会第１２号議

案において了承頂いたとおり、現金及び備品はありません。リ－スで購入し

たコンバインは、滋賀コープサービスとの契約により使用していますが、所

有は滋賀コープサービスにあります。法人化により特団はなくなり、名称が

異なることから、契約の相手として「農事組合法人竹町農業生産組合」に変

更することになります。

平成２７年度のリ－ス料は特団からの支払いをしましたので、法人への

契約改定をするための同意を求めます。その旨、県への変更申請も同時に行

います。

尚．コンバインは、生産組合の収支のことを考え、小麦の収穫だけではな

く有効利用することが必要と思われます。水稲の収穫にも利用できるよう

に、採算の合う範囲内で農業機械店で掃除をして対応したいと思っていま

す。農機具使用料金の負担は必要ですがご利用頂けるようにお願いします。
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議・第２号 平成２７年度特定農業団体会計決算報告について
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平成２７年産小麦収支内訳書 (平成２７．１．１～１２．３１)

面積 ９１４．９㌃

収 入

販売金額 ２７年産精算 ５０１、０２５円

雑収入 水田活用の所得補償交付金 ３，１９９，０００円

畑作物の所得補償交付金(営農継続) １，８２８，０００円

畑作物の所得補償交付金(数量) ５１０，９０９円

合 計 ６，０３８，９３４円

支 出

経費 種苗費 農協種 ４３３，７１０

４３３，７１０円

肥料費 土力じまん ４３９，３００

元肥 ３５７，４２０

追肥 ２６１，５１３

硫安 ９６，１１４

１，１５４，３４７円

農薬 ベンレート ３６，３９８

衛生費 ハーモニー ３１４，４１７

トップジンＭ１１５，６２０

４６６，４３５円

地代 刈取・運搬 ９１４，９００

賃借料 カントリ－ ６９１，６１２

１，６０６，５１２円

共済掛金 １５２，０９３円

その他(会計支援資料等) ６００円

合 計 ３，８１３，６９７円

☆ 精算額 ２，２２５，２３７円

２４，３２２／１０㌃
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平成２６年産小麦収支内訳書 (平成２６．１．１～１２．３１)

面積 ９１１．４㌃

収 入

販売金額 ２６年産精算 ９７０，８８１円

雑収入 水田活用の所得補償交付金 ３，１８８，５００円

畑作物の所得補償交付金(営農継続) １，８２８，０００円

畑作物の所得補償交付金(数量) １，４９６，４３９円

☆水田活用直接支払い交付金 ６７６，７５８円

☆ 合 計 8，１６０，５７８円

支 出

経費 種苗費 農協種 １３８，７００

採取種 １６８，４８０

３０７，１８０円

肥料費 土力じまん ４３０，８８５

元肥 ３５１，２５６

追肥 ２５５，０２４

硫安 ９２，３４０

１，１２９，５０５円

農薬 ベンレート ３２，５３６

衛生費 ハーモニー ３０８，２５６

ワークアップ１１４，８４０

４５５，６３２円

地代 刈取・運搬 ９１１，４００

賃借料 カントリ－ ９１９，５２１

１，８３０，９２１円

共済掛金 １９０，２１９円

その他(会計支援資料等) ６００円

合 計 ３，９１４，０５７円

☆ 精算額 ４，２４６，５２１円

☆４６，５９３円／１０㌃
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平成２５年産小麦収支内訳書 (平成２５．１．１～１２．３１)

面積 ８９２．６㌃

収 入

販売金額 ２５年産精算 ６３７，３７９円

雑収入 水田活用の所得補償交付金 ３，１２２，０００円

畑作物の所得補償交付金(営農継続) １，９８４，０００円

畑作物の所得補償交付金(数量) ５１６，６６５円

※水田活用の所得補償交付金追加分 ５３５，２００円

※収入減少影響緩和交付金 ２，８６１円

☆くず小麦生産・流通交付金 ２５３，０３６円

☆合 計 ７、０５１、１４１円

支 出

経費 種苗費 農協種 ４９，６４０

採取種 ２１８，８０８

２６８，４４８円

肥料費 土力じまん ４１７，９８４

元肥 ３２８，４６５

追肥 ２３９，５４０

硫安 ９０，０６０

１，０７６，０４９円

農薬 ベンレート ３５，６６４

衛生費 ハーモニー ３２１，７５０

ワークアップ１１４，８４０

４７２，２５４円

地代 刈取・運搬 ８９２，６００

賃借料 カントリ－ ６２１，０３１

１，５１３，６３１円

共済掛金 １３８，４２３円

その他(会計支援資料等) ６００円

合 計 ３，４６９，４０５円

☆精算額 ３，５８１，７３６円

☆４０，１２７円／１０㌃
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議・第３号 第１期事業報告について

特団を結成した時から法人化を条件としていましたが、組合員に何回も理

解を求めましたがまとまりませんでした。毎年、交付金の申請には、進捗状

況の報告を求められ、役員としては大変苦慮していたところです。

特団結成して５年後、延長５年を申請して認められ、合わせて１０年を経

過しますと、再延長は認められず、小麦の交付金は全く支給されません。そ

のようになれば、農業経営そのものが出来なくなり、農地保全もできません。

昨年より組合員さんに理解をしていただけるようになり、今年度当初から

法人化に向けた取組みを強めた結果、平成２７年６月２０日に「設立総会」

を開催する運びとなり、提案した１３議案すべて原案とおり可決して頂きま

した。

これもひとえに組合員様のご理解とご協力の賜物であり、心から御礼申し

上げる次第であります。

農用地の「一集落一農場」をめざし、全員加入を勧めた結果、認定農業者

を含め町内の全ての農家・全ての地権者が加入をしていただくことができま

した。町内の全農地を傘下にした取組みは、他の集落に類を見ない状況であ

り、大変喜ばしい事だと思います。

第１期事業年度としては、登記日７月１日からですので、小麦栽培の準備、

土改剤、元肥の施肥・播種、除草剤・追肥、溝さらえ等でありました。

事務的には、各機関への申請など多くあり、毎日事務作業に追われました。

第２期事業年度に向けた取組みを進めることになりました。
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平成２７年度事業報告

月日 場所 参加者 内 容

4/9 JA八幡西 組合長 第１回改良組合長会 市、JA、農業共済

4/11 公民館 役員 初顔合わせ 第２回役員会（第1-回は3/8）

4/15 現場 役員 転作確認 市、再生協、農業共済、JA

4/29 公民館 役員 法人化設立準備委員会

5/7 JA八幡西 組合長 小麦播種前契約書提出

5/13 公民館 役員 法人化収支計画書作成

5/14 JA八幡西 組合長 第２回改良組合長会

5/15 公民館 役員 第３回役員会 アドバイザ－、タック協議

5/16 公民館 役員 第４回役員会 農機使用料案等

5/17 八日市 組合長 農業共済被害申請書提出

5/19 公民館 組合長 東近江農業センタ－集落調査

5/21 公民館 役員 農協押印、経営安定対策申請 第５回役員会

5/26 JA八幡西 組合長 コンバイン保険継続加入申請

5/30 公民館 役員 法人化検討委員会 議案書審議

6/1 JA振興課 組合長 農協タックと協議

6/2 八日市 組合長 農業共済組合と協議

6/3 カンプリ 組合長 法人化議案書印刷

6/4 JA支店 組合長 八幡西支店長・営農振興課依頼

6/8 JA八幡西 組合長 小麦収穫傷害保険加入

6/9 格納庫 出役者 小麦運搬用トラック借用、荷台づくり

6/10 現場 出役者 小麦収穫出荷 6/10・6/11・6/13 3日間

6/20 公民館 組合員 法人化設立総会 全議案可決

6/21 組合員宅 役員 議事録作成、配付

6/22 JA八幡西 組合長 法人口座 仮開設 出資金入金

6/23 JA八幡東 正・副 近江八幡市集落営農連協総会

6/25 法務局 組合長 法人登記資料確認（タック同伴）

7/1 法務局 組合長 法人登記（タック同伴）

7/4 現地 組合員 水稲現地研修

7/8 法務局 組合長 法務局謄本印鑑証明（タック同伴）

7/8 県事務所 組合長 県知事宛届提出（タック同伴）

7/8 税務署 組合長 法人届提出（タック同伴）

7/10 JA八幡西 組合長 農事組合法人竹町農業生産組合正式口座開設

7/12 ﾋｮｳﾀﾝﾔ 組合員 法人設立祝賀会 記念品配布
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7/13 市・JA等 組合長 祝賀会来賓御礼回り（礼状持参）

7/14 金田ｺﾐｾﾝ 組合長 農業共済推進大会

7/23 市・JA等 組合長 祝賀会来賓者に記念写真届ける

7/24 ﾆｭ-ｵｳﾐ 正・副 米販売研修会

7/25 あかね 組合長 東近江農業サミット

7/28 公民館 耕作者 農協農談会 第５回役員会

7/29 JA八幡西 組合長 グリ－ン近江・特団脱会・法人加入届提出

8/4 ﾆｭ-ｵｳﾐ 組合長 農協穀物報告会

8/8 格納庫 役員 農事組合法人竹町農業生産組合 表札

8/11 法務局 組合長 法人申請変更 農協入金・加入

8/12 JA八幡西 組合長 第３回改良組合長会

8/15 格納庫 役員 コンバイン掃除

8/24 再生協 組合長 農業改善計画提出

8/29 公民館 組合員 農用地利用改善組合総会 利用規程変更 法人

8/31 再生協 組合長 農用地利用規程申請書議事録改善計画提出

9/10 公民館 役員 吉永会計事務所西村氏と法人会計協議

9/26 公民館 役員 第６回役員会

9/30 市振興課 組合長 経営改善計画でヒヤリング

10/1 市農委 組合長 農業生産法人申請

1015 再生協 組合長 水田耕作異動提出

10/16 Gネット 組合長 ６次産業馬路村講演会

10/17 格納庫 役員 小麦資材配付、土改材散布

10/17 竜王町 組合長 小麦現地研修会

10/20 八日市 担当役員 法人税説明会

11/1 圃場 組合員 小麦播種完了

11/4 JA振興課 組合長 法人化助成金農協５万円以内申請

11/12 市振興課 組合長 農地法第３条申請、農業生産法人申請

11/14 JA八幡西 組合員 八幡西支店感謝祭

11/30 公民館 役員 第７回役員会

12/3 福井 正・副 市集落営農推進協議会研修会

12/11 市農委 組合長 農地法第３条申請許可

12/14 県事法務 組合長 経由免税申請・許可、履歴事項全部（経理）

12/16 役員宅 組合長 滋賀コ－プサ－ビス変更協議

12/18 JA八幡西 組合長 桐原営農組合役員会
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議・第４号 第１期事業年度決算・剰余金処分（案）について

１．決算概況

本法人は「集落の農地は集落で守る」を合い言葉に、お互いが協力し、明

るく住みよい集落をつくることを共通理念として、竹町に在住する農業従事

者及び地権者を中心に出資金を募り、これを資本金として設立されました。

本年度の事業としては、法人設立そのものが最大の事業であり、法人登記

や法人設立集会の予算執行が中心となりました。また主力事業の小麦の生産

に関しては、作付けだけが本年度の事業であり、これに必要な種子、肥料、

農薬の資材費が主な支出となり、事業収入なき決算となりました。

以下、財務諸表の内、資産の状況を表す貸借対照表と年度の損益を示す損

益計算書について報告致します。

２．貸借対照表 単位：円

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

（流動資産） 13,094,085 【流動負債】 2,582,079

現金・預金 10,101,394 未払金（小麦資材） 2,539,579

棚卸資産（小麦）※１ 2,351,462 未払い法人税 42,500

未収金※２ 420,000 【固定負債】 880,000

仮払消費税※３ 221,229 出資預り金※５ 880,000

（固定資産） 100,000 負債合計 3,462,079

有形固定資産 0 【純資産の部】

無形固定資産 0 （資本金） 9,732,006

投資その他の資産※４ 100,000 出資金 9,744,000

繰越利益剰余金※６ -11,994

純資産合計 9,732,006

資産合計 13,194,085 負債・純資産合計 13,194,085

注記）

※１…小麦資材費から消費税を差し引いたもの

※２…市からの法人化支援補助金＋農道補修役務助成

※３…消費税還付金

※４…ＪＡグリーン近江への出資金（ＪＡグリーン近江からの出資金と相殺）

※５…準組合員からの預かり金

※６…次年度繰越金
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３．損益計算書 単位：円

科 目 金 額

【純売上高】 （農道補修役務費） 18,519 円

【製造原価】 0 円

【売上原価】 0 円

【売上総利益】 18,519 円

法人設立費※１ 212,504 円

事務用消耗品費※２ 191,407 円

支払い手数料※３ 34,400 円

源泉所得税 65 円

【販売費及び一般管理費計】 438,376 円

【営業利益】 △419,857 円

受取利息 322 円

補助金収入 450,000 円

その他 41 円

【営業外収益】 450,363 円

【営業外費用】 0 円

【経常利益】 30,506 円

【特別利益】 0 円

【特別損益】 0 円

【税引き前当期利益】 30,506 円

法人税、住民税、事業税等 42,500 円

当期純利益 △11,994 円

注記）

※１…法人設立に要した費用

※２…パソコン、印刷用紙他事務用品

※３…税務指導料
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議・第５号 第２期事業年度事業計画（案）について

転作小麦を基にした取組を進めることが全組合員の一致点です。このこと

を中心に事業展開をすることが大切なことには変わりありません。

先般、事業税の免除の特典があることから、農業生産法人の必要性により、

農地法第３条第１項による許可申請により農地６，２２３㎡の賃貸借権設定

の許可をいただきました。それらの水田の経営もすることになりました。ト

ラクタ－など中心となる農機具がないことから、この水田経営については、

組合員さんに委託することにしました。

会計的に小麦だけで経営ができるか、詳しく検討する必要があります。平

成２７年度産は、収穫量が少なく数量払いの交付金が激減しました。この交

付金の減少は当町だけではなく、市全体で交付金だけで昨年１億７千万円の

交付金が今年は７千３百万円で１億円もの減少となっています。

今後、大豆の栽培も検討する必要があります。桐原学区のある集落では、

麦跡大豆も２万円の営農継続、１万５千円の２毛作交付金がもらえるので会

計的には良いと言っておられます。

米の価格については、昨年度より若干良くなりましたが、低迷が続いてい

ます。ＴＰＰも大筋合意されました。今後は各国で批准が出来るかにかかっ

てきていますが、合意内容が充分公開されずわかりません。別途 7 万トンの

米の輸入が言われていますが、この量は滋賀県の生産米 15 万トンの約半分弱

です。これが輸入されればさらに価格は下がります。経営的には、麦・大豆

は一体的に栽培されており、水稲が一番所得が悪いと言われています。従っ

て収入減少緩和交付金は、水稲は支給されますが小麦・大豆は支給されてい

ません。この交付金は、掛金制度で認定農家や法人には出ますが、一般の農

家には交付されません。そうなりますと、法人に土地を預けて栽培した方が

経営的に有利であります。自由度がないかもしれませんが、検討に値するの

ではないかと思います。来年には別途保険制度が国会に上程される予定です。

野菜においては、桐原学区のある地域では、カット野菜を栽培されていま

す。収穫を含めて女性人も多く参画されており、小遣いを多くもらえて良い

との声もあり喜んでもらえているとのことです。

県の資料によると 10a あたりの所得の試算の参考値は、水稲で７千円、麦 1

万 5 千円、大豆３万４千円となっています。

農地中間管理機構を通しての賃貸借は、他の集落では多くの希望があり、

県では予算を大幅にオーバーしています。提出しても所定の交付金がもらえ

るのか心配されています。予算額に達したあとは受付もされません。早く取

り組まれている集落では９５％程度が対象となっており、数千万円の交付金

が支給されています。市内のある集落では９９％になったので申請すると言
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っています。平成３０年で交付金がなくなりますのでそれまでに申込をする

必要があります。桐原のある集落では提出する準備をされています。６月が

受付です。出来れば交付金がある時に提出したいと思います。集落でまとま

れなければいけませんので、希望調査をして対応したいがいかがでしょうか。

受け入れについては、昨年度は提出していますので、今年度も提出する予定

です。

３０年からは国は生産調整の割当もしません。出荷団体に任せられますの

で何らかの対応があると思います。今後、生産組合としてどう経営をするの

か。

年次別に計画を提案し総会で了承されていますが、前倒しとして取り組みを

検討しなければならない状況となってまいりましたがどうでしょうか。

採算を合わせるには、生産費の大幅削減が必要です。農機具がなければ何

もできません。昨年度の総会で決定して頂いていますので、補助金がある場

合は、申請して充実させていきたいと思います。２７補正と２８予算では、

ＴＰＰ対応として大規模化への補助金が増額されています。予算があるとき

に対応しないと何もできなくなります。生産組合としては、農業経営基盤強

化準備金として支出が認められている補助金の範囲内での引当金も計上する

必要があります。

部会の意見もとりあげなければなりません。前進的な意見は取り上げ、充

分議論をつくし意見に基づいて計画し、役員会に反映させ、臨時総会を開催

して対応して頂けたらと思います。

第２期（平成 28 年度） 活動・取り組み（総務部まとめ）

１．基本的な考え方

農業を取り巻く経営環境は、儲かる農業、強い農業が提唱される中、農業

従事者の高齢化（後継者問題）、米価の下落、あるいは TPP による米輸入枠

の拡大等々厳しさを増す一方である。これらの課題に個別の農家が取り組む

のは限界があり、これに対応するため各地で農業法人が立ち上がる中、竹町

に於いても昨年農業法人が立ち上がった。

昨年度の第１期は法人設立に忙殺され、竹町農業生産組合が抱える諸課題

を整理し、対応策を練るところまで行っていないが、本年度はこれら諸課題

を整理するとともに解決策を練り、将来に期待の持てる農業の基盤造りの年

とする。

総務部
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２．重点取り組み

１）今年度収支計画の必達

・小麦の品質向上と収量のアップ

・生産コストの削減（収量／日の減によるトラック経費の節減等）

２）平成 30 年度水稲、大豆本格生産に向けての課題整理

・水稲作業委託の試行、大豆生産のメリット調査（収支検討）

３）将来に向けての大型農業機械の導入計画策定

・大型機械導入助成金のリサーチ

・栽培作物計画と所要機械導入の連動

４）売上増を目指した米穀販売ルートの開拓（農協＋他ルート）

５）農地中間管理機構の用地活用策の検討

３．収支計画

本年度は小麦の生産（約１１４反）を主体に、一部水稲の作業委託（約３

反）を行い、税引後利益の黒字確保を目指すこととした。昨年度は小麦の作

況が悪く、数量払いは一昨年の実績を遙かに下回る結果となり、一昨年比約

１００万円の目減りとなった。本年度の収支計画では、この結果を踏まえ、

昨年並みの実績水準で計画を組んだが、小麦の品質向上と収量アップで計画

以上の利益を確保することは可能である。

従って、この収支計画を最低ラインとして、少しでも収支を改善するため

に、麦の生育管理には最善の努力をお願いします。
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議・第６号 第２期事業年度予算（案）について

各部門より本年度の収支計画及び取り組みについて説明を行う

平成２８年度水稲の作業委託と営農部収支計画

１．水稲の作業委託と耕作地について

税法上、農業生産法人として活動を行うには土地を所有しているか、農用

地利用権設定を行っているかが必要条件となっています。

この要件を満たすため、組合員の方から約６０ａの水田を農業生産組合に

提供いただき、昨年の 11 月に農用地利用権設定の申請を農業委員会に行い、

12 月中頃に認定されました。（拘込 1075、1076、西裏 1084、草深 1020 の

４ヶ所）

これに従い、今年度からこの用地の内、２９．８ａに水稲を作付けし、作

業委託を行います。（水稲は、拘込 1075、1076 西裏 1084 とし、草深 1020
は、小麦の転作で作付けしています。）

２．作業計画

拘込 1075、1076 には、通常米で秋の詩を、西裏 1084 には、環境こだわ

り米でミズカガミを作付します。

肥料・除草剤・苗箱の枚数等の計画については、別表を参照下さい。

作業は、従来どおりとしますが、（農作業標準労賃、農機具使用料金表）に基

づいて支払いを行います。

３．収支計画

農業生産組合の収支としては

収益（売上＋補助金） ３２５，１６４円

製造原価（機械賃借料含む） ２７６，７１１円

一般経費 １，４９０円

―――――――――――――――――――――――――

剰余金 ５６，９６３円

の予定です。

営農部
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農事組合法人竹町農業生産組合圃場2016(平成28)年産水稲栽培計画

2016.1.17改

受託者：船橋文雄

1075 1076 1084 1020

台帳[m2] 472m2 1,623m2 922m2 3,206m2

共済[a] 4.6a 16.1a 9.1a 31.8a

秋の詩 秋の詩 みずかがみ 小麦

個袋 個袋 個袋検査

秋の詩 8 27

ミズカガミ 15

土改剤 とれ太郎 80㎏/10a 4

ピラクロンフロアブル 初期 1 2

ｳｨﾅｰLｼﾞｬﾝﾎﾞ 一発剤 1 2 1

ｻﾞｰﾍﾞｯｸｽDX1ｷﾛ粒剤 中期 1 2

晩生元肥 有機入りｾﾗｺｰﾄR355 55㎏/10a 1 4

みずかがみ専用 60㎏/10a 3

単価 数量 金額

玄米売り上げ 6,000円 50 300,000円

防除協議会 300円 2.98 894円

環境補助金 4,000円 2.98 11,920円

直接払い 7,500円 2.98 22,350円

335,164円

とれ太郎 1,831円 4 7,324円

硬化苗 777円 50 38,850円

ﾋﾟﾗｸﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1,425円 3 4,275円

ｳｨﾅｰLｼﾞｬﾝﾎﾞ 3,048円 4 12,192円

ｻﾞｰﾍﾞｯｸｽDX1ｷﾛ粒剤 2,217円 3 6,651円

有機入りｾﾗｺｰﾄR355 3,498円 5 17,490円

みずかがみ専用 3,448円 3 10,344円

紙袋 83円 51 4,233円

借地料 10,000円 6.16 61,600円

水利費 4,600円 6.16 28,336円

農機具使用料 28,500円 2.98 84,930円

農業共済 163円 2.98 486円

雑費 500円 2.98 1,490円

合計 278,201円

56,963円

※玄米については検査受検後船橋文雄氏買い上げ（検査料船橋文雄氏負担）

17枚/10a

平成28年産水稲栽培収支見通し

法人支出

法人収入

合計

剰余金

17袋/10a

除草剤

品種

出荷方法

竹町
基本面積

硬化苗

地番
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平成２８年度 転作部収支計画表

項 目 単 価 合 計

収入

小麦価格 6,000 円 684,780 円

畑作物所得補償数量払い 5,584 円 637,302 円

水田活用の所得補償交付金 35,000 円 3,994,550 円

団地加算・担い手 7,500 円 855,975 円

種子更新 2,000 円 228,260 円

営農継続 20,000 円 2,282,600 円

合 計 8,683,467 円

支出

種子 380 円／ｋｇ 519,840 円

種子消毒 604 円／袋 12,080 円

種子消毒 ２８１０円／袋 30,910 円

除草剤 １３７３円／袋 394,051 円

土壌改良材 ５７３円／袋 554,664 円

元肥 １９４６円／袋 447,580 円

穂肥 １７７８円／袋 325,374 円

実肥 １１００円／袋 112,200 円

病害虫防除 ９４０円／袋 142,880 円

カントリー使用料 ７０５６円／反 805,301 円

農業共済 １４７０円／反 167,771 円

自動車共済 － 4,660 円

燃料代 － 70,000 円

修繕費 － 100,000 円

農業機械使用料 １２５００円／反 1,633,085 円

土地借用料 ６０００円／反 684,780 円

用水費 ４６００円／反 524,998 円

雑費 ５００円／反 57,065 円

合 計 6,587,239 円

収 支 2,096,228 円

転作部
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Ｈ２８年度 管理部重点推進事項

◆大型農業機械の拡充

・農作物生産の効率化・生産コストの低減を図るべく、栽培作物計

画と連動した農業機械の導入計画を策定する。

・大型農機の助成案件に対するリサーチを継続、メリットの見込め

る案件については検討を行う。

◆現有設備のメンテナンス技能の習熟と伝承

・作業後の設備保全について、手順や要領を明確化、マニュアル化

を行う。

・設備保全メンバーを育成、メンテナンス技能の向上を図る。

◆廃棄設備・機械のリユース推進

・耕作者から廃棄予定の設備や機械の譲渡を受け、メンテナンスの

上、応急対応用としてリユースを図る。

平成２８年度全体収支計画

※巻末別表参照

事業目論見作成時は小麦の収益を一昨年並で見ていたが、昨年度

の実績を見ると、数量払いのところで大幅に下落しており、本事業

計画は昨年実績に置き換えて作成し直した。その結果、事業目論見

とは齟齬が出来ているが、耕作者の収益部分である機械賃借料＋剰

余金で見ると、昨年度よりは良化していることになる。

前述の通り、今年度事業計画は昨年実績をベースに作成しており

小麦の作柄によっては、大幅に改善される見込もある。このことを

踏まえて、麦の品質向上と収量アップへの取り組みをお願いしま

す。

管理部

総務部
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小麦栽培業務報告書
月日 作業内容 出役時間 農機使用料 備 考

10/10 片培土 14名

10/17 資材配布 11名

10/17 土改材散布 11名 23(0.2) 35 (0.3) 土力じまん100㎏

10/24 種子消毒 14名 ﾍﾞﾝﾚ-ﾄＴｺ-ﾄ 5ｇ

10/18 耕耘 14名 115(1) 229 (2)

10/27 播種準備 14名

10/28 播種・施肥 14名 115(1) 115 (1) ﾋﾞｯｸﾊﾟﾜ-麦40㎏

10/29 播種・施肥 14名

10/30 排水溝 14名 35(0.3) 23 (0.2)

10/31 取り回し 14名

11/1 播種・施肥 14名

11/2 機械洗浄 14名

11/12 除草剤散布 14名 35(0.3) 23 (0.2) ﾊ-ﾓﾆ-

12/27 追肥 14名 35(0.3) 23 (0.2) ﾋﾟｯｸﾞﾊﾟﾜ-麦20㎏

合計 358 448

作業受託者

小川稔雄 155.2 中川良雄 58.9 荒川雅男 158.0

川橋幸己 7.0 奥田 徹 19.7 北川誠次 23.3

川合良和 82.8 船橋文雄 175.7 仲川保雄 128.1

仲川國男 119.9 川橋俊雄 113.8 川橋一明 32.1

荒川正晴 23.6 舩橋道雄 43.2

合計 1141.3 a
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農作業標準労賃・農機具使用料金表改定（案）
平成 28年 1月 24日総会提案 農事組合法人竹町農業生産組合

作業内容 単位 作業料金 労賃 農機具使用料

現行 改定案 現行 改定案 現行 改定案

水

稲

耕起 平耕 10ａ 3,000 2,500 1,000 1,000 2,000 1,500

耕起 畦立 10ａ 3,000 2,500 1,000 1,000 2,000 1,500

中割り 砕土 10ａ 3,000 2,500 1,000 1,000 2,000 1,500

代かき 10ａ 3,000 2,500 1,000 1,000 2,000 1,500

田植 施肥等含む 10ａ 4,000 3,500 1,000 1,000 3,000 2,500

施肥 追肥 10ａ 700 700 500 500 200 200

溝きり 10ａ 700 700 500 500 200 200

施肥 穂肥① 10ａ 700 700 500 500 200 200

施肥 穂肥② 10ａ 700 700 500 500 200 200

防除 農薬散布 10ａ 700 700 500 500 200 200

収穫 10ａ 10,000 9,500 3,000 3,000 7,000 6,500

運搬 10ａ 1,500 1,500 1,000 1,000 500 500

乾燥 10ａ 5,000 4,500 500 500 4,500 4,000

籾摺り 10ａ 5,000 4,000 2,500 2,000 2,500 2,000

水管理 畦畔管理 10ａ 4,000 3,000 2,000 2,000 2,000 1,000

合計 10ａ 45,000 39,500 16,500 16,000 28,500 23,500

小

麦

土改散布 10ａ 500 500 200 200 300 300

耕起 平耕 10ａ 3,000 3,000 1,000 1,000 2,000 2,000

施肥 播種 10ａ 3,000 2,000 2,000 1,000 1,000 1,000

溝きり 10ａ 700 500 500 300 200 200

除草剤散布 10ａ 700 500 500 300 200 200

施肥 追肥 10ａ 700 500 500 300 200 200

施肥 穂肥 10ａ 700 500 500 300 200 200

防除 農薬散布 10ａ 700 500 500 300 200 200

収穫 10ａ 8,000 7,000 3,000 2,000 5,000 5,000

運搬 10ａ 2,000 1,600 800 800 1,200 800

平耕 3→1回 10ａ 9,000 2,500 3,000 1,000 6,000 1,500

畦畔管理 10ａ 3,000 1,500 2,000 1,000 1,000 500

合計 10ａ 32,000 20,600 14,500 8,500 17,500 12,100

摘要 １．農機具の燃料は受託者負担。各資材は委託者負担とする。
２．農機具のみの貸借による燃料は利用者負担とする。
３．土地面積は、農業共済引受面積とする。
４．この標準料金表を参考に耕作田の状況や作業の難易度ならびに一括

受託．作業別受託、農機のみの利用などを考慮し、両者で充分話し合
って決定してください。個人所有、組合所有共通です。

改定案の要点
１．生産費の削減をしないと経営が成り立たない。
２．労賃は、水稲 16 時間／10a 小麦 8.5 時間／10a とした。
３．小麦は 5～6 時間程度に下げたいが個人委託では困難。

４．農機具使用料は、１万円程度にしたいが困難。
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